学術変革領域研究A「グローバル南極学：大変化する氷床と地球環境の連鎖をつなぐ」
2025年度 第二期 若手研究者海外派遣事業　
申請日  　　　　　　年　　月　　日

	(ローマ字表記)
	
	所属機関（大学院生は大学院名と研究科名）
	学年

	申請者 氏名
	
	
	

	連絡先
	所属機関住所：
自宅住所：
電話番号（連絡がつきやすいもの）　：
e-mail：           @                 (直ぐに連絡できるアドレス)

	指導教員
(応募者が学生の場合)
	氏名
	
	応募承諾の署名
	

	
	所属機関
	　

	研究の概要

	研究題目
	

	研究の概要　（150字程度で記述）

	

	渡航先機関や滞在期間

	渡航先

	受け入れ研究者氏名および職名

	受け入れ研究者の連絡先

メールアドレス：

電話番号：

	申請者と受け例入れ研究者の関係（どのようにして知り合ったか等）


	受け入れ研究者に関する情報（ホームページURL）
http://

	関連する計画研究班（複数選択可）：
A01-1海洋, A01-2大気・物質循環, A01-3氷床質量, A02-1AUV観測, A03-1海洋・地質コア, A03-2氷床コア, A03-3長期モデル



－１／4－

申請者調書
	生年月日(年齢)
	　　　　年　　月　　日　生 

	経歴

(経歴に応じて項目を増やして記入すること)
	1. 　　　年　　月　　　　　　　　　　　　　　　 　　　大学院　（　　　　　　　　　　　　　専攻）入学（進学）
(休学の期間があれば記載すること)
2. 　　　年　　月　    同上　修士・博士取得（取得見込み）



日程
	なるべく具体的に記載して下さい。


	渡航に関する準備状況

	受け入れ研究者との事前打ち合わせ状況など。


申請者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－２／4－
現在までの申請者の研究状況
	これまでの申請者の研究と今回の研究計画との関連性も含めて記述して下さい。
申請者が博士課程の大学院生の場合、本渡航と学位取得計画（スケジュール）との関係についても記述して下さい。



	国際誌論文リスト（10編以内）：
国内外学会発表リスト（10件以内）：



申請者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
－３／4－
滞在先における研究計画等
	①研究等の目的・内容
②研究の特色・独創的な点


帰国後の計画
	今回の滞在終了後、受け入れ研究者と、どのように研究上のつながりを持つ予定（希望）か、記述して下さい。




申請者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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